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国立がん研究センターと順天堂大学大学院が連携協力に合意し、 

平成 24 年度から新たに画期的な連携大学院制度を開始します 
 

国立がん研究センターと順天堂大学大学院は、医学教育ならびに医学研究のより一層の連携を図

るため、連携協力のための協定書を締結することについて合意に達し、平成 24 年度より、新たに

画期的な連携大学院制度を開始いたします。 

 

国立がん研究センターは、がんの診断・治療・研究に必要な高度先進的な知識と技術を有するが

ん診療の専門医を育成していくことを目的に、3 年間の「レジデント制度」、さらに専門性を高め

るための 2年間の「がん専門修練医制度」を実施してきました。 

この国立がん研究センターの「レジデント制度」・「がん専門修練医制度」には、全国からがん専

門医を目指す多数の優秀な若手医師が集結していますが、これまでの制度では、十分な研究活動を

行う環境を整備できていなかったことや、優れた研究成果を出してもレジデント研修期間中に医学

博士号を取得できていなかったという課題がありました。 

 

今回の新たに開始する国立がん研究センターと順天堂大学大学院との連携大学院制度は、これま

での課題を解決するべく、がんを専門領域とする若手医師が研究に取り組むことができる万全の態

勢を整備するものであります。 

新たな連携大学院制度では、レジデントなどの国立がん研究センターの職員が、国立がん研究セ

ンターに籍を置きながら、国立がん研究センター内で順天堂大学大学院医学研究科博士課程の授業

科目の単位を修得可能とし、国立がん研究センターで行った研究の成果をもって学位の取得ができ

るという画期的なものです。 

 

また、順天堂にとっても、今回の国立がん研究センターとの連携大学院の発足は極めて意義深い

ものであり、Physician Scientist の育成を目途としてきた順天堂の大学院教育をさらに発展させる良

い機会と考えています。さらに、本制度が、基礎や臨床さらには人材育成など様々な分野における

両組織間の共同プロジェクト立ち上げの第一歩になることも期待しています。 

 

本制度により、リサーチマインドを持った臨床医を育成し、がんの研究分野の発展に貢献するだ

けでなく、幅広い知見を持った医師が日本各地で臨床業務を行うことによって、層の厚いがん医療

が日本全国に拡がっていくことが期待され、がん医療の発展に極めて有用な制度となります。 
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